
令和６年１１月２１日 

～四国地域の経済は、持ち直しの動きがみられる～（  ） 
｟持ち直しの動きがみられる｠ 

生  産 （ ） 鉱工業生産は、一進一退で推移している。 ｟一進一退で推移｠ 
鉱工業生産指数は、前月比が２カ月ぶりに上昇した。 

個人消費 （ ） 個人消費は、持ち直している。 ｟持ち直している｠ 
百貨店・スーパー販売額（全店）は、２カ月連続で前年を上回った。 
コンビニエンスストア販売額は、４カ月連続で前年を上回った。
家電大型専門店販売額は、４カ月連続で前年を上回った。
ドラッグストア販売額は、３９カ月連続で前年を上回った。
ホームセンター販売額は、４カ月ぶりに前年を下回った。
乗用車新車新規登録・届出台数は、３カ月連続で前年を上回った。

住宅着工 新設住宅着工戸数は、２カ月連続で前年を下回った。 

公共工事 公共工事は、請負金額が５カ月連続で前年を上回り、年度累計は５カ月連続で
前年度を上回った。 

設備投資 令和６年度の設備投資計画額は、３年ぶりに前年度を上回る見込み。 

雇  用 雇用は、有効求人倍率が２カ月連続で前月を上回り、一般新規求人数は２カ月
連続で前年を下回った。 

倒  産 倒産件数は、３カ月連続で前年を上回り、負債総額は３カ月ぶりに前年を下回った。 

注意：（ ）内は基調判断の動き。  は据え置き、  は上方修正、  は下方修正を示す。｟ ｠内は前月の基調判断を記載している。 

【四 国 の 経 済 指 標】 令和６年９月 

※前月比、前年同月比は、増減率を示す。有効求人倍率（季節調整済）は、前月差（ポイント差）を示す。

（本発表資料のお問い合わせ先） 

  四国経済産業局 総務企画部参事官（調査担当） 田中 

担当者：三野 

電 話：０８７－８１１－８５０９（直通） 

ＵＲＬ：https://www.shikoku.meti.go.jp/ 

四国地域の経済動向（概要） 

（令和６年９月分） 

前月比(％ ) 前月比 (％ )

鉱工業生産指数 99.6 7.6 ▲ 0.7 101.1 1.4 ▲ 2.8

（2020年=100、季節調整済  前年同月比は原指数）

鉱工業出荷指数（〃） 98.2 7.0 1.1 99.7 2.3 ▲ 4.3

鉱工業在庫指数（〃） 101.6 ▲ 0.7 2.8 102.3 0.1 ▲ 1.3

（単位：億円） (全  店) 445 1.0 17,425 2.0

(既存店) 2.7 1.8
（単位：億円） 251 0.5 10,682 0.6

（単位：億円） 79 2.6 3,771 0.2

（単位：億円） 228 4.9 7,288 3.9

（単位：億円） 74 ▲ 1.1 2,606 2.3

（単位：台） 11,000 1.3 366,210 0.8

（単位：戸） 1,261 ▲ 11.1 68,548 ▲ 0.6

（単位：億円） 665 5.7 12,752 ▲ 1.9

（季節調整済） 1.28 (前月差 0.01 ) 1.24 （前月差 0.01 )

（単位：件） 12 20.00 807 12.08
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１．鉱工業生産  ～一進一退～ 

当月の鉱工業指数をみると、前月比では、生産は２カ月ぶりの上昇、出荷は３カ月ぶりの上昇、在庫は２カ月

連続の低下、在庫率は２カ月連続の上昇となった。なお、前年同月比では、生産は２カ月連続の低下、出荷は 

２カ月ぶりの上昇、在庫は２カ月連続の上昇、在庫率は２カ月連続の上昇となった。 

生産は、前月比７．６％増(前年同月比０．７％減)となり、生産指数(季節調整済)は９９．６となった。業種別に

みると、化学・石油石炭製品工業、電気機械工業などが上昇し、パルプ・紙・紙加工品工業、食料品工業が低下

した。出荷は、前月比７．０％増(前年同月比１．１％増)となった。業種別にみると、化学・石油石炭製品工業、電

気機械工業などが上昇し、非鉄金属工業、プラスチック製品工業が低下した。在庫は、前月比０．７％減(前年同

月比２．８％増)となった。業種別にみると、非鉄金属工業、汎用・生産用機械工業などが上昇し、化学・石油石

炭製品工業、パルプ・紙・紙加工品工業などが低下した。在庫率は、前月比１．０％増(前年同月比４．０％増)と

なった。 

 

【鉱工業生産・出荷・在庫指数（季節調整済） ２０２０年＝１００】                       （増減率：％） 

※最新月は速報値          （出所：経済産業省「鉱工業指数」、四国経済産業局「四国地域の鉱工業生産・出荷・在庫指数」） 

 
２．個人消費  ～持ち直している～ 

(1) 小売販売 

当月の百貨店・スーパー２４９店（百貨店４店とスーパー２４５店）の販売額合計は４４５．４億円で、前年同月比１．０％

増と２カ月連続で前年を上回った。 

業態別にみると、百貨店４店の販売額は５４．３億円で、前年同月比２．７％増と２カ月連続で前年を上回った。品目

別にみると、その他の商品は高級時計や宝飾品などが好調であったことや化粧品が堅調に推移したことなどから、  

２カ月連続で前年を上回った。飲食料品は催事効果などから、６カ月ぶりに前年を上回った。一方、衣料品について

は気温が高めに推移したことで秋物衣料の動きが鈍かったことなどから、２カ月ぶりに前年を下回った。 

スーパー２４５店の販売額は３９１．１億円で、前年同月比０．８％増と２カ月連続で前年を上回った。品目別にみると、

飲食料品は気温が高めに推移したことから飲料やアイスクリームなどの夏物商材が伸長したことや、生鮮野菜の相場

高などから、２カ月連続で前年を上回った。家庭用品は水筒や調理器具の動きが良かったことなどから、８カ月連続

で前年を上回った。一方、その他の商品についてはマスクなどの衛生用品の動きが鈍かったことなどから、２２カ月連

続で前年を下回った。 

前月(年)比 R5 R6/4 R6/5 R6/6 R6/7 R6/8 R6/9 

生産指数 ▲ 2.5 0.2 2.1 ▲ 2.3 2.5 ▲ 8.3 7.6 

出荷指数 ▲ 0.8 2.6 0.4 0.4 ▲ 0.8 ▲ 5.4 7.0 

在庫指数 ▲ 20.7 ▲ 1.8 0.7 ▲ 2.2 3.1 ▲ 1.5 ▲ 0.7 

四国地域の経済動向 
（令和 6年９月分） 
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コンビニエンスストア１，５７５店の商品販売額及びサービス売上高は２５０．７億円で、前年同月比０．５％増と４カ月

連続で前年を上回った。 

家電大型専門店８５店の販売額は７９．１億円で、前年同月比２．６％増と４カ月連続で前年を上回った。 

ドラッグストア６３９店の販売額は２２８．４億円で、前年同月比４．９％増と３９カ月連続で前年を上回った。 

ホームセンター２０１店の販売額は７４．０億円で、前年同月比１．１％減と４カ月ぶりに前年を下回った。 

 

【百貨店・スーパー販売額】                                               （増減率：％） 

前年同月(年)比 R5 R6/4 R6/5 R6/6 R6/7 R6/8 R6/9 

全 店 2.1 ▲ 0.9 ▲ 2.0 2.9 ▲ 2.2 3.3 1.0 

既存店 2.1 ▲ 0.7 ▲ 1.1 3.9 ▲ 0.9 4.6 2.7 

※最新月は速報値           （出所：経済産業省「商業動態統計調査」、四国経済産業局「四国地域の百貨店・スーパー販売状況」） 

 

【コンビニエンスストア販売額】                                             （増減率：％） 
 R5 R6/4 R6/5 R6/6 R6/7 R6/8 R6/9 

前年同月(年)比 3.0 ▲ 0.7 ▲ 0.6 0.9 1.1 1.5 0.5 

※最新月は速報値                                                  （出所：経済産業省「商業動態統計調査」） 
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【家電大型専門店販売額】                                               （増減率：％） 

 R5 R6/4 R6/5 R6/6 R6/7 R6/8 R6/9 

前年同月(年)比 ▲ 6.3 ▲ 3.9 ▲ 6.7 8.9 3.1 2.5 2.6 

※最新月は速報値                                                  （出所：経済産業省「商業動態統計調査」） 

 

【ドラッグストア販売額】                                                   （増減率：％） 

 R5 R6/4 R6/5 R6/6 R6/7 R6/8 R6/9 

前年同月(年)比 8.5 5.5 8.2 8.9 3.0 10.7 4.9 

※最新月は速報値                                                  （出所：経済産業省「商業動態統計調査」） 

 

【ホームセンター販売額】                                               （増減率：％） 

 R5 R6/4 R6/5 R6/6 R6/7 R6/8 R6/9 

前年同月(年)比 ▲ 1.3 ▲ 2.7 ▲ 0.7 2.4 0.9 12.5 ▲ 1.1 

※最新月は速報値                                                  （出所：経済産業省「商業動態統計調査」） 
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(2)乗用車新車新規登録・届出台数 

当月の乗用車新車新規登録・届出台数は１１，０００台で、前年同月比１．３％増となり、３カ月連続で前年を上回った。

車種別でみると、普通乗用車が前年同月比１１．０％増、小型乗用車が同１．９％減、軽乗用車が同４．４％減となった。 

【乗用車新車新規登録・届出台数】                                          （増減率：％） 

  R5 R6/4 R6/5 R6/6 R6/7 R6/8 R6/9 

前年同月(年)比 16.5 ▲ 15.5 ▲ 7.5 ▲ 4.9 4.7 1.3 1.3 

（出所：四国運輸局、(一社)日本自動車販売協会連合会、(一社)全国軽自動車協会連合会） 

 
３．住宅着工 

当月の新設住宅着工戸数は、１，２６１戸で、前年同月比１１．１％減となり、２カ月連続で前年を下回った。 

区分別でみると、持家が前年同月比０．８％減、貸家が同３２．４％減、分譲住宅が同６．０％増となった。 

【新設住宅着工戸数】                                                  （増減率：％） 

  R5 R6/4 R6/5 R6/6 R6/7 R6/8 R6/9 

前年同月(年)比 ▲ 3.5 ▲ 13.5 ▲ 17.9 ▲ 13.9 6.8 ▲ 13.4 ▲ 11.1 

（出所：国土交通省「建築着工統計調査」） 
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４．公共工事 
当月の公共工事の発注状況を請負金額でみると６６５億円で、前年同月比５．７％増と５カ月連続で前年を 

上回った。前年度同月累計比では５．３％増と５カ月連続で前年度を上回った。 

発注者別では、国が前年同月比２０．０％減、県が同６．６％減、市町村が同３２．５％増、その他の公共的団体が 

同５２．３％減、独立行政法人等が同９０．３％増となった。 

【公共工事請負金額】                                                  （増減率：％） 

  R5 R6/4 R6/5 R6/6 R6/7 R6/8 R6/9 

前年同月(年度)比 ▲ 0.3 ▲ 8.3 11.2 8.5 14.8 1.6 5.7 

前年度同月累計比 - ▲ 8.3 0.3 2.9 5.9 5.2 5.3 

 (出所：北海道建設業信用保証㈱・東日本建設業保証㈱・西日本建設業保証㈱「公共工事前払金保証統計」、西日本建設業保証㈱香川支店) 

 
５．設備投資 
令和６年度の設備投資計画は、前年度比１６．３％増となっている。 

業種別では、製造業が前年度比１３．２％増、非製造業が同２０．５％増となっている。 

【設備投資額（含む土地投資額）】                                      （前年度比：％） 

  H30年度実績 R 元年度実績 R2 年度実績 R3 年度実績 R4 年度実績 R5 年度実績 R6 年度計画 

全産業 22.9 ▲ 8.3 ▲ 1.3 0.5 ▲ 11.8 ▲ 4.4 16.3 

製造業 40.6 ▲ 13.7 8.0 3.7 ▲ 22.4 8.8 13.2 

非製造業 4.9 ▲ 1.1 ▲ 12.9 ▲ 3.6 2.9 ▲ 18.3 20.5 

（出所：日本銀行「企業短期経済観測調査」） 
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６．貿   易 

(1) 輸出 

当月の輸出通関額（円ベース）は９６６億円で、石油製品、鉱物性タール及び粗製薬品などが減少したものの、

船舶、非鉄金属などが増加したため、前年同月比６．２％増と、２カ月連続で前年を上回った。 

【輸出通関額】                                                       （増減率：％） 

  R5 R6/4 R6/5 R6/6 R6/7 R6/8 R6/9 

前年同月(年)比 ▲ 5.4 ▲ 9.1 27.3 1.3 ▲ 22.6 22.3 6.2 

                                                                     （出所：神戸税関「貿易統計」） 

 

(2) 輸入 

当月の輸入通関額（円ベース）は１，８８５億円で、原油及び粗油、無機化合物などが減少したものの、金属鉱及び

くず、天然ガス及び製造ガスなどが増加したため、前年同月比１２．４％増と、２カ月ぶりに前年を上回った。 

【輸入通関額】                                                       （増減率：％） 

  R5 R6/4 R6/5 R6/6 R6/7 R6/8 R6/9 

前年同月(年)比 ▲ 12.8 4.8 10.9 11.9 42.5 ▲ 5.9 12.4 

※最新月は速報値。                                                        （出所：神戸税関「貿易統計」） 
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７．雇   用 

当月の雇用情勢をみると、有効求人倍率（季節調整済）は１．２８倍で、２カ月連続で前月を上回った。 

産業別の一般新規求人数（新規学卒、パートタイムを除く）をみると、「運輸業、郵便業」、「金融業、保険業」など

が前年を上回ったものの、「製造業」、「サービス業（他に分類されないもの）」などが前年を下回り、全体では前年

同月比４．４％減と、２カ月連続で前年を下回った。 

【雇用】                                                         （倍、増減率：％） 

  R5 R6/4 R6/5 R6/6 R6/7 R6/8 R6/9 

有効求人倍率(季節調整済)  1.32 1.30 1.27 1.26 1.26 1.27 1.28 

一般新規求人数(前年同月(年)比)  ▲ 1.4 4.6 0.7 ▲ 6.2 4.0 ▲ 2.5 ▲ 4.4 

（出所：厚生労働省「職業安定業務統計」、四国 4県の労働局データを加工） 

 
８．企業倒産 

当月の企業倒産状況をみると、倒産件数は１２件で前年同月比２０．００％増と、３カ月連続で前年を上回った。 

また、負債総額は５．５億円で、前年同月比６５．７５％減と、３カ月ぶりに前年を下回った。 

９月の過去１０年間をみると、倒産件数は４番目、負債総額は最少となっている。原因別では、販売不振が 

１２件となっている。また、産業別では、製造業、サービス業他が各３件、建設業、卸売業、小売業が各２件とな

っている。 

【企業倒産】                                                 （件、負債総額：百万円） 

  R5 R6/4 R6/5 R6/6 R6/7 R6/8 R6/9 

件   数 169 11 19 16 17 17 12 

負債総額 40,548 1,678 1,871 1,317 1,527 4,703 549 

（出所：㈱東京商工リサーチ） 
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９．消費者物価 

当月の消費者物価指数は１０８．２で、食料、被服及び履物などが上昇したものの、光熱・水道、教養娯楽などが低

下したことから前月比０．２％減となった。また、前年同月比は、交通・通信が低下したものの、食料、光熱・水道などが

上昇したことから２．４％増となった。 

【消費者物価指数 令和２年＝１００】                                         （増減率：％） 

  R5 R6/4 R6/5 R6/6 R6/7 R6/8 R6/9 

前月(年)比 3.1 0.5 0.6 0.2 0.3 0.5 ▲ 0.2 

（出所：総務省｢消費者物価指数｣） 
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